洲本市古茂江海岸地区住宅街等景観形成地区自己評価書　（旅館街ゾーン）
(1)地区の目標

・建築物群としてのリズム感があり、まとまった空間をつくる
・海や山の景観を大切に、水辺や山麓にふさわしい表情をつくる
・人に親しみやすい緑豊かなファサードをつくる
・リゾート地にふさわしい景観をつくる
(2)ゾーンの目標

・和風の落ち着いた雰囲気を醸し出しつつも、マリーナ地区との関係に配慮した明るくさわやかな景観形成を進める

(3)項目別基準

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物　　及び　　工　　作　　物
	規模
	高さ
	60ｍ以下とする。
	
	

	
	意匠
	外構
	垣、柵、塀は植栽の併用等によりうるおいを高めるものとする。ただし、越波対策上必要な場合はこの限りでない。
	
	

	
	
	壁面
	平板な大壁面が生じないよう、壁面の仕上げ及び窓辺等の演出に工夫する。
	
	

	
	
	屋根
	建築物群として三熊山や海からの眺望を考慮した形状とする。
	
	

	
	
	
	変化のあるスカイラインを形成するため、勾配屋根又は勾配屋根風とするよう努める。
	
	

	
	
	壁面・

屋上の設備
	建築物の内部に取り込むか、目立たない位置に設置する。これによりがたい場合には、目隠し等の修景措置を講ずるよう努める。
	
	

	
	材料
	外壁・
屋根
	耐候性及び耐潮性のある素材を用いる。
	
	

	
	色彩
	外壁
	外壁の基調となる色は、和風のイメージをもつよう、ＹＲ（橙）系又はＹ（黄）系の明度６以上で、彩度は３以下とする。
	
	

	
	
	
	外壁の基調となる色は、彩度の低い落ち着いたものとする。ただし、単調とならないようアクセントカラー等の使用に努める。
	
	

	
	
	屋根
	屋根の基調となる色は、落ち着いた雰囲気を醸し出すよう、ＹＲ（橙）系又はＹ（黄）系の明度６以下で、彩度は２以下とする。
	
	

	
	
	
	屋根の基調となる色は、原則として低い彩度の落ち着いたものとする。
	
	

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物　　及び　　工　　作　　物
	その他
	付属施設
	車庫、自転車置き場、倉庫、ごみ置き場は、目立たない位置に設けるとともに、建築物本体と調和した意匠、材料、色彩とする。
	
	

	
	
	掲出物
	広告物については自家用のものに限り、屋上には広告塔を設置しない。また、広告物の設置にあっては小さく、すっきりとしたデザインとするよう努める。
	
	

	
	
	植栽
	基調となる樹種は、亜熱帯性又は暖温帯性のものとする。さらに、花木類や草花により華やいだ雰囲気を演出するとともに、大規模な建築物の前面では、複数の高木を植栽するよう努める。
	
	


洲本市古茂江海岸地区住宅街等景観形成地区自己評価書（マリーナ地区ゾーン）
(1)地区の目標

・建築物群としてのリズム感があり、まとまった空間をつくる

・海や山の景観を大切に、水辺や山麓にふさわしい表情をつくる

・人に親しみやすい緑豊かなファサードをつくる

・リゾート地にふさわしい景観をつくる
(2)ゾーンの目標

  ・地区の中心に位置し、淡路島の海洋リゾート基地の拠点となるところであり、ホテル、マンションとマリーナを中心にリゾート感覚あふれる景観形成を進める。
　(3)項目別基準

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物　　及び　　工　　作　　物
	規模
	高さ
	31ｍ以下とする。ただし、海や山への眺望を確保するよう形状が工夫されたものについてはこの限りではない
	
	

	
	意匠
	外構
	垣、柵、塀は植栽の併用等によりうるおいを高めるものとする。ただし、越波対策上必要な場合はこの限りでない
	
	

	
	
	壁面
	平板な大壁面が生じないよう、壁面の仕上げ及び窓辺等の演出に工夫する
	
	

	
	
	屋根
	建築物群として三熊山や海からの眺望を考慮した形状とする
	
	

	
	
	
	建築物群として軽やかなスカイラインを形成するため、屋根の形状を工夫するものとする
	
	

	
	
	壁面・

屋上の設備
	建築物の内部に取り込むか、目立たない位置に設置する。これによりがたい場合には、目隠し等の修景措置を講ずるよう努める
	
	

	
	材料
	外壁・
屋根
	耐候性及び耐潮性のある素材を用いる
	
	

	
	色彩
	外壁
	外壁の基調となる色は、海洋リゾート地としての明るさや上品さを醸し出すよう、明度は７以上とし、彩度は２以下とする
	
	

	
	
	
	外壁の基調となる色は、彩度の低い落ち着いたものとする。ただし、単調とならないようアクセントカラー等の使用に努める
	
	

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物　　及び　　工　　作　　物
	色彩
	屋根
	屋根の基調となる色は、自然環境との調和を図るよう、明度は４以上とし、彩度は３以下とする
	
	

	
	
	
	屋根の基調となる色は、原則として低い彩度の落ち着いたものとする
	
	

	
	その他
	駐車場

（建築物のみ）
	駐車台数が20台を超える一団の駐車場では、高さ1.2ｍ以上の生垣を周囲に設けるとともに、表面仕上げについてもうるおいが感じられるよう、芝等も使用に努める
	
	

	
	
	付属施設
	車庫、自転車置き場、倉庫、ごみ置き場は、目立たない位置に設けるとともに、建築物本体と調和した意匠、材料、色彩とする
	
	

	
	
	掲出物
	広告物については自家用のものに限り、屋上には広告塔を設置しない。また、広告物の設置にあっては小さく、すっきりとしたデザインとするよう努める
	
	

	
	
	植栽
	基調となる樹種は、亜熱帯性又は暖温帯性のものとする。さらに、花木類や草花により華やいだ雰囲気を演出するとともに、大規模な建築物の前面では、複数の高木を植栽するよう努める
	
	

	<運河景観通り沿い>
	
	

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物　　及び　　工　　作　　物
	位置
	建築物は、運河の境界から３ｍ以上後退させ、水辺へのアクセスや眺望を妨げないものとする
	
	


洲本市古茂江海岸地区住宅街等景観形成地区自己評価書（別荘・住宅ゾーン）
(1)地区の目標

・建築物群としてのリズム感があり、まとまった空間をつくる

・海や山の景観を大切に、水辺や山麓にふさわしい表情をつくる

・人に親しみやすい緑豊かなファサードをつくる

・リゾート地にふさわしい景観をつくる
(2)ゾーンの目標

  ・地域の住民と訪れる人との交流となるところであり、海辺の住宅地にふさわしい、ゆとりとやすらぎの感じられる景観形成を進める。
　(3)項目別基準

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物　　及び　　工　　作　　物
	位置
	建築物は、緑地帯を確保するため、水路又は道路の境界から３ｍ以上後退させる。ただし、敷地の形状等により、これによりがたい場合はこの限りでない。
	
	

	
	規模
	高さ
	10ｍ以下とする。
	
	

	
	意匠
	外構
	垣、柵、塀は植栽の併用等によりうるおいを高めるものとする。ただし、越波対策上必要な場合はこの限りでない。
	
	

	
	
	壁面
	平板な大壁面が生じないよう、壁面の仕上げ及び窓辺等の演出に工夫する。
	
	

	
	
	屋根
	建築物群として三熊山や海からの眺望を考慮した形状とする。
	
	

	
	
	
	原則として勾配屋根とする。また、勾配の統一に配慮するとともに、通り毎に方向を合わせるよう努める。
	
	

	
	
	壁面・

屋上の設備
	建築物の内部に取り込むか、目立たない位置に設置する。これによりがたい場合には、目隠し等の修景措置を講じるよう努める。
	
	

	
	材料
	外壁

屋根
	耐候性及び耐潮性のある素材を用いる。
	
	

	
	色彩
	外壁
	外壁の基調となる色は、落ち着いたものとなるよう、明度は４以上とし、彩度はＲ(赤)系、ＹＲ(橙)系、Ｙ(黄)系では３以下、その他の色相については２以下とする。
	
	

	
	
	
	外壁の基調となる色は、彩度の低い落ち着いたものとする。ただし、単調とならないようアクセントカラー等の使用に努める
	
	

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物　　及び　　工　　作　　物
	色彩
	屋根
	屋根の基調となる色は、リゾート地域の住宅にふさわしくなるよう、明度は６以下とし、彩度はＹＲ(橙)系では９以下、その他の色相については３以下とする。
	
	

	
	
	
	屋根の基調となる色は、原則として低い彩度の落ち着いたものとする。
	
	

	
	その他
	付属施設
	車庫、自転車置き場、倉庫、ごみ置き場は、目立たない位置に設けるとともに、建築物本体と調和した意匠、材料、色彩とする。
	
	

	
	
	掲出物
	広告物については自家用のものに限り、屋上には広告塔を設置しない。また、広告物の設置にあっては小さく、すっきりとしたデザインとするよう努める。
	
	

	
	
	植栽
	基調となる樹種は、亜熱帯性又は暖温帯性のものとする。さらに、花木類や草花により華やいだ雰囲気を演出するとともに、大規模な建築物の前面では、複数の高木を植栽するよう努める。
	
	

	<運河景観通り沿い>
	
	

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物　　及び　　工　　作　　物
	位置
	建築物は、運河の境界から３ｍ以上後退させ、水辺へのアクセスや眺望を妨げないものとする。
	
	


洲本市古茂江海岸地区住宅街等景観形成地区自己評価書（指定区域全域／自動販売機）
(1)地区の目標

・建築物群としてのリズム感があり、まとまった空間をつくる

・海や山の景観を大切に、水辺や山麓にふさわしい表情をつくる

・人に親しみやすい緑豊かなファサードをつくる

・リゾート地にふさわしい景観をつくる
(2)項目別基準

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	位置
	道路からできるだけ後退した位置とし、隣接する建築物の壁面から突出しないように努めるものとする。


	
	

	意匠
	企業名、商品名等広告面を極力控えるなど周辺景観との調和に配慮する。


	
	

	色彩
	基調となる色彩については、建築物に付帯する場合は、当該建築物と調和した色彩とし、それ以外の場合は、けばけばしくないものとし、周囲の景観から突出しないものとする。


	
	

	その他設置の方法
	複数機設置する場合は、乱雑とならないよう配置するものとする。


	
	

	
	機能上支障ない程度に、周辺景観との調和に配慮した意匠、材料等の囲いや覆いを設けるなど修景に努める。


	
	


